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第
二
回 

西
江
原
町
大
運
動
会
が
、

五
月
十
七
日
、
西
江
原
小
学
校
運
動
場

で
多
く
の
参
加
者
の
も
と
、
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
小

学
校
、
幼
児
園
、
公
民
館
合
同
の
大
運

動
会
、
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
じ

め
、
各
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

年
も
す
ば
ら
し
い
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
小
学
校
の
競
技
を
中
心
に

行
い
、
組
体
操
な
ど
の
演
技
に
応
援

の
み
な
さ
ん
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
。
午
後
は
踊
り
「
井
原
☆
ま
ん
て

ん
」
か
ら
始
ま
り
公
民
館
の
競
技
を
行

い
、
ボ
ー
ル
け
り
リ
レ
ー
な
ど
昨
年
に

な
か
っ
た
競
技
も
取
り
入
れ
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
各
地
区
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
各
競
技

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
競
技
の
成
績
は
、
昨
年
に
続

き
第
４
部
が
優
勝
、
以
下
２
部
、
３
部
、

１
部
の
順
位
で
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
役
員
、
団
体
関
係
者
の
方
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
体
・
レ
ク
部
長　

金
島
孝
和
）　

第２回第２回 西江原町大運動会 西江原町大運動会

絆と元気で絆と元気で
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総務部
部　長：前原　義明
副部長：池田　雄二
　　　　猪原　俶江

　

１
公
民
館
の
管
理
・
運
営
全
般
に
関
す

る
こ
と

２
公
民
館
事
業
の
啓
発
推
進
と
調
査
研

究
及
び
専
門
部
間
の
調
整
に
関
す
る

こ
と

３
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と

４
他
の
専
門
部
に
属
さ
な
い
こ
と

　
（
運
営
審
議
会
・
管
理
運
営
委
員
会
）

情報部
部　長：山室　　正
副部長：中山　恒男

１
情
報
収
集
、
記
録
の
整
理
に
関
す
る

こ
と

２
広
報
紙
、
広
報
に
関
す
る
こ
と

　
（
公
民
館
だ
よ
り
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

教養部
部　長：佐能　啓弘
副部長：青江　淳子
　　　　井上　京子

１
幼
児
教
育
学
級
・
家
庭
教
育
学
級
・

婦
人
学
級
に
関
す
る
こ
と

２
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催
に

　

関
す
る
こ
と

　
（
ア
ッ
ピ
ー
広
場
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

　

レ
デ
ィ
ー
ス
講
座
）

福祉部
部　長：妹尾　恭治
副部長：川上　昌弘
　　　　槇山美佐夫
　　　　矢田貝俊賢

１
福
祉
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

２
各
種
福
祉
団
体
と
の
連
絡
調
整　
　

協
力
に
関
す
る
こ
と

　
（
サ
ロ
ン
・
敬
老
会
へ
の
協
力

　

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
）

文化部
部　長：相田　瑞明
副部長：三村　　学
　　　　仁城　澄江
　　　　渡辺　恵子

１
文
化
事
業
の
開
催
及
び
普
及
推
進
に

関
す
る
こ
と

２
文
化
教
室
の
管
理
運
営
、
同
好
会
等

の
育
成
と
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

　
（
ふ
れ
あ
い
広
場
・
井
原
夏
ま
つ
り

　

し
め
縄
教
室
）

体育・レクリエーション部
部　長：金島　孝和
副部長：片山　智義
安部義明・立花計志
山室基之・大山勝彦
落合　誠　　　　　

１
町
民
の
健
康
体
育
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
事
業
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

２
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団

体
の
育
成
と
調
整
に
関
す
る
こ
と

（
運
動
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
ペ
タ
ン

ク
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
市
民
体
育
祭
）

専門部会

井原市教育委員会

西江原公民館各地区公民館

自治連合協議会
女 性 会
社会福祉協議会
各 種 団 体

運営審議会

監事

常任委員会
委員長：前原義明

管 理 運 営 委 員 会
委員長：宗髙平八　副委員長：前原義明・池田雄二・猪原俶江

館長：宗髙平八
主事：妹尾芳雅

賀山欽之介
細羽　良秋

委 員 長：池田雄二
副委員長：可児淳一・猪原宗治
　　　槇山美佐夫・矢田貝俊賢

　

い
ま
開
催
し
た
「
運
営
審
議
会
」
で
、「
来

年
度
か
ら
も
私
に
館
長
を
続
投
さ
せ
よ
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、
水
川
委
員
長

ほ
か
四
委
員
の
方
々
が
我
が
家
へ
こ
ら
れ
た

の
は
二
月
二
十
一
日
の
夜
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
、
「
二
期
四
年
間
、
沢
山
の
勉
強
が

で
き
、
多
く
の
人
た
ち
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
こ
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」

で
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で

し
た
の
で
、
そ
の
と
き
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
四
年
前
、
私
が
、
井
原
市
以
外
の
職

場
の
何
度
目
か
の
退
職
を
経
て
、
四
十
五
年

ぶ
り
に
戸
倉
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
で
、
乗
せ
ら

れ
て
館
長
職
を
受
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
述

懐
（
四
年
前
は
、
長
年
故
郷
へ
非
礼
を
し
て

き
た
お
返
し
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
し
）
や
世
間
話
な

ど
を
し
て
即
答
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
四
年
前
は
幸
せ
な
こ
と
に
、
六
月
か

ら
、
井
原
市
が
週
三
十
二
時
間
勤
務
の
「
公

民
館
主
事
」を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
て
、

西
江
原
公
民
館
の
初
代
主
事
と
し
て
原
田
忠

彦
氏
の
着
任
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
陰
で
主
事
の
得
意
な
経
理
や
パ
ソ
コ
ン
の

技
能
に
加
え
て
、
そ
れ
ま
で
公
民
館
事
業
を

支
え
て
来
ら
れ
た
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
経
験
者

の
ご
協
力
の
も
と
に
四
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
次
の
館
長
適
任
者
へ
の
打
診

も
し
て
き
ま
し
た
が
『
ノ
ー
』
ば
か
り
で
、

結
局
は
、
運
営
審
議
会
が
館
長
候
補
を
推
薦

す
る
期
限
が
迫
っ
た
こ
と
と
原
田
主
事
が
五

月
で
退
職
す
る
意
思
が
堅
い
こ
と
も
あ
っ
て

「
と
り
あ
え
ず
」
と
い
う
返
事
を
三
月
中
旬

に
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
井
原
市

公
民
館
協
議
会
代
表
も
三
期
目
に
も
連
動
し

て
し
ま
い
、
年
齢
が
一
層
重
荷
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
昔
の
友
人
な
ど
が
楽
し
い

誘
い
を
く
れ
る
の
で
す
が
、
断
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
「
い
つ
ま
で
や
っ
て
い

る
ん
だ
。
」
と
あ
き
れ
ら
れ
た
り
も
。

　

年
度
当
初
の
「
ご
挨
拶
」
が
雑
感
や
ら
本

音
や
ら
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
は
容
赦
な
く

流
れ
、
今
年
度
も
年
度
当
初
の
町
挙
げ
て
の

公
民
館
行
事
で
あ
る
「
第
二
回
西
江
原
町
大

運
動
会
」
も
小
学
校
・
幼
児
園
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
を
得
て

成
功
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
五
月
二
十
二
日
に
は
、
平
成
二
十
六
年

度
の
「
運
営
審
議
会
」と
「
管
理
運
営
委
員
会
」

を
開
催
し
て
、
役
員
等
の
補
充
人
事
を
す
る

と
と
も
に
運
営
方
針
や
事
業
計
画
案
、
予
算

案
な
ど
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
六

月
一
日
付
け
で
、
原
田
主
事
の
後
任
と
し
て

妹
尾
芳
雅
主
事
の
着
任
が
あ
る
な
ど
、
新
た

な
体
制
で
本
年
度
の
公
民
館
事
業
が
ま
ず
ま

ず
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
回
覧
に
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
こ
数
年
は
特
に
公
民
館
に
対
す
る
要
請
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
増
加
し
て
お
り
、
関
係
機

関
・
団
体
の
皆
様
に
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り

な
が
ら
、
公
民
館
が
、
よ
り
多
く
の
皆
様
が

集
い
・
学
び
・
憩
え
る
場
所
と
な
る
よ
う
、

館
長
三
期
目
を
新
主
事
と
と
も
に
努
め
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
・
ご
支
援

の
ほ
ど
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

三
期
目
を
迎
え
て

三
期
目
を
迎
え
て

公
民
館
長　

宗
髙
平
八

平成 26年度
西江原公民館組織図
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「
親
子
で
楽
し
く
学
習
し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
学
級
生
が
集
ま
り
企
画
・
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
る

人
も
参
加
出
来
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
調
整
し
な
が
ら
、
毎
回
楽
し
く
和

気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
や
子
供
の
悩
み
な
ど
相
談
し

合
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。 

年
度
の
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能

な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で

も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
猪
原
ゆ
か
り
）

　

幼
児
教
育
学
級
「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」

は
一
歳
か
ら
四
歳
に
な
る
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
て
、
季
節
ご
と
の
行
事

を
通
し 

て
幼
児
園
児
・
地
域
の
方
々

と
の
交
流
や
親
子
の
触
れ
合
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
年
の
近
い
子
供
た

ち
の
遊
び
の
場
、
親
同
士
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

日時 学習内容

５月 開講式・昼食会

６月 プリザーブド作り

７月
タカキベーカリー

工場見学（小学生以上）

８月
プラネタリウム・

防災センター見学の旅

９月 講演会

10月 クラフト作り

11月 ふれあい広場

３月
コサージュ作り・

閉講式

日時 学習内容

５月 開講式

６月 三世代交流

７月 親子遊び

９月 出前講座

10月 公園で遊ぼう

11月 観劇会

12月 クリスマス会

１月 消防署見学

２月 閉講式

家庭教育学級たんぽぽたんぽぽ幼児教育学級幼児教育学級

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ご
近
所
福
祉
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
本
年
度
次
の
方
々

に
福
祉
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
生
活
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど

地
域
の
安
全
、
安
心
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

池
田　

好
則

小　

角　

沖
津　

和
重　
　

片
山　

義
博

　
　
　
　

定
光　

幸
子　
　

沖
津　

泰
史

　
　
　
　

原
田　

尚
祐　
　

山
成　

清
志

　
　
　
　

今
井　

健
二

賀　

山　

仁
城　

澄
江　
　

（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

平
成
26
年
度
福
祉
委
員

　

平
成
25
年
度
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
町
内
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

趣
旨
を
尊
重
い
た
し
ま
し
て
、
西
江
原
地

区
の
福
祉
向
上
充
実
の
た
め
に
、
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
有
難
く
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
活
動
に
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご　

芳　

名　
　
　
　
　

（
順
不
同
）

　

（
香
典
返
し　

満
中
陰
志
）

宮
本　

次
男　

様　
　

山
室　
　

正　

様

猪
原　

忠
教　

様　
　

原
田　

嘉
昭　

様

松
本　

武
男　

様　
　

田
中　

賢
次　

様

河
合　

周
子　

様　
　

片
山　

周
輔　

様

安
原　

弘
幸　

様　
　

落
合　

敬
子　

様

藤
井　

暎
勝　

様　
　

細
羽　

澄
子　

様

大
月　

俊
子　

様　
　

宮
本　

英
俊　

様

川
上　

昌
弘　

様　
　

松
本　
　

勇　

様

青
木　

恒
男　

様　
　

猪
原　

完
治　

様

　
　

（
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

片
山　

敏
光

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寺　

戸　

三
宅　

邦
雄　
　

平
井　

清
治

　
　
　
　

佐
藤　

泰
三　
　

先
納　

教
文

　
　
　
　

江
本　

直
也　

西
新
町　

金
島　

孝
和　
　

岡
崎　

道
三

　
　
　
　

井
上　

輝
彦　
　

戸
田　
　

博

本
新
町　

菊
地　

義
雄　
　

猪
原　

俶
江

　
　
　
　

飯
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成
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三
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片
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久
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松
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清
人

東
新
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青
木　

完
二　
　

前
原　

浩
之

　
　
　
　

森
兼　

孝
則　
　

長
尾　

昇
一

才　

児　

飯
居　

滋
久　
　

三
宅　

孝
治

戸　

倉　

宗
高　
　

選　
　

佐
藤　

貞
子

長　

谷　

三
浦　

哲
夫　
　

水
川
美
佐
子

藤
ノ
木　

川
田　

克
己

山
本
住
宅  

秀
平
勢
津
子　
　

石
井　

美
代

東　

町　

坊
野　

昭
夫　
　

原
田　

定
保

　
　
　
　

丸
山　

和
枝

中　

町　

宮
谷　

悦
雄　
　

藤
井　

敏
弘

　

 
　
　

 

川
上
多
佳
子

西　

町　

藤
井　

伸
文　
　

川
上　

敏
隆

　
　
　
　

岡
本　
　

宏　
　

北
田　

正
光

　
　
　
　

蔦
川　

晶
孝　
　

東
堀　

慶
子

　
　
　
　

福
尾　

博
史　
　

畑
中　

慎
吾

　
　
　
　

井
上　

隆
夫

神　

戸　

落
合
由
紀
子　
　

戸
田　

靖
子

ご
あ
い
さ
つ 

　

妹
尾　

芳
雅 

　

こ
の
た
び
、
六
月
一
日
付
け
で

西
江
原
公
民
館
主
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
妹
尾
芳
雅
で

す
。
原
田
忠
彦
さ
ん
の
後
任
で
す
。
昭
和
二
十
五

年
二
月
生
ま
れ
で
戸
倉
に
妻
と
二
人
で
住
ん
で
い

ま
す
。
西
江
原
公
民
館
で
は
、
盆
踊
り
大
会
や
ふ

れ
あ
い
広
場
の
文
化
事
業
、
大
運
動
会
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
体
育
事
業
な
ど
、
大
変
多
く

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
公
民
館
主

事
は
初
め
て
で
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
、
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
。
宗
髙
館
長
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、
西
江
原

地
区
の
自
治
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団

体
の
皆
様
方
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支

援
を
賜
り
な
が
ら
精
一
杯
の
取
り
組
み
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
色
々
と
ご
指

導
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　

退
任
に
あ
た
っ
て　
　
　
　
　

原
田　

忠
彦

　

公
民
館
主
事
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
就
任
依

頼
を
受
け
た
と
き
、
事
務
手
続
き
・
会
計
業
務
は

も
と
も
と
得
意
分
野
で
し
た
の
で
軽
い
気
持
ち
で

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
戸
惑
い
は

感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
あ
ー
、
行
事
の
多

い
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
。
公
民
館
は
、

生
涯
教
育
の
場
。
西
江
原
公
民
館
は
た
く
さ
ん
の

教
室
・
講
座
が
あ
り
多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
た
だ
全
国
的
な
課
題
は
、
男
性
・
若
者
・

子
供
の
参
加
が
非
常
に
少
な
く
ま
た
行
事
等
も
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
こ
と
で
西
江
原
も
同
様
で

す
。
何
と
か
手
を
打
ち
た
い
と
は
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
ペ
タ
ン
ク
等
す
こ
し
の
前
進
は
あ
っ
た

も
の
の
何
も
な
す
す
べ
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
新
た
な
主
事
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　

興
味
を
持
た
れ
た
行
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
竹
内
め
ぐ
み
）

西
江
原
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長　

池
田　

雄
二

西
江
原
公
民
館
連
合
会
長　
　
　

可
児　

淳
一

新
役
員
紹
介



(4)西江原公民館だより 135 号

　

今
年
度
は
次
の
編
集
委
員
で
公
民

館
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

山
室　

正　
　

猪
原
宗
治

　
　

金
尾
桂
三　
　

時
松
康
隆

　
　

高
橋
三
郎　
　

中
山
三
枝

　
　

沖
津
雅
美　
　

妹
尾
芳
雅 

西江原公民館

〒715-0006

井原市西江原町1414

☎　0866-62-8129

メール

nishi-km@ibara.ne.jp

ホームページ

http://www.ibara.ne.jp/~

nishi-km/

編

集

後

記

　今後の主な行事は次のとおり

です。多くの皆さんのご参加、

ご協力をお願いします。

月 行　事　名

７月 グラウンド・ゴルフ大会

８月 井原夏まつり

納涼盆踊り大会

９月 ペタンク大会

10月 市民体育祭

11月 ふれあい広場

12月 しめ縄づくり

バレーボール大会

２月 明るいまちづくりの集い

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〇 
福
山
市　

石
川
俊
子
様
（
旧
姓 

川
上
）

〇 

賀
山　

椋
本
佐
代
子 

様

平成26年度の主な行事平成26年度の主な行事

　

今
ま
で
の
婦
人
学
級
は
、

今
年
度
か
ら
レ
デ
ィ
ー
ス
講

座
に
名
称
を
変
え
ま
し
た
。

　

自
分
磨
き
と
親
睦
を
目
的

と
し
て
、
様
々
な
講
座
を
開

き
、
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
六
講
座

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
原
田
都
与
子
） 

日時 学習内容

6/8（日）
・開講式
・ストレッチ体操

7/13（日）・絵手紙

10月中旬

（平日）

・タカキベーカリー

　工場見学とパン作り

・倉敷美観地区散策

12月・お酢を使った料理

１月・ヨガ

２月
・オシャレ講座
・閉講式

 　

五
月
二
十
九
日
に
、
西
江
原
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
平
成
二
十
六
年
度
総
会

を
開
催
し
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計

画
と
決
算
報
告
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画
案
と
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
井
原
市
が
新
た

に
設
け
た
「
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助

金
」
制
度
を
活
用
し
て
、
中
高
年
齢
者

元
気
ア
ッ
プ
事
業
「
甲
山
は
つ
ら
つ
学

園
」
と
雄
神
川
流
域
の
自
然
と
環
境
を
護

る
会
」
事
業
に
取
り
組
み
、
初
年
度
と
し

て
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
は
、
そ

の
二
事
業
の
継
続
・
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
新
た
に
西
江
原
史
跡
顕
彰
会
報
を
基

に
し
た
「
西
江
原
史
誌
」
を
編
纂
・
発
刊

し
て
郷
土
を
改
め
て
認
識
し
よ
う
と
い
う

「
西
江
原
の
歴
史
再
発
見
事
業
」
を
加
え

た
三
事
業
に
つ
い
て
補
助
金
を
申
請
し
、

七
十
六
万
円
の
補
助
金
交
付
決
定
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ

い
て
審
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

各
事
業
は
、
活
動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
さ
ら
に
、
五
月
末
に
は
「
神
戸

川
を
活
か
し
と
も
に
生
き
る
事
業
」
の
補

助
金
二
十
四
万
円
も
申
請
し
て
お
り
、
審

査
が
通
れ
ば
四
事
業
計
一
〇
〇
万
円
の
補

助
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
そ
の
補
助
金
を
活
用
し

て
、
四
事
業
に
特
色
を
持
た
せ
た
展
開
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
近
で
慣
例
的
に

行
わ
れ
て
い
る
行
事
や
奉
仕
活
動
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
老
若
男
女
が
協
力
し
て

元
気
に
活
動
す
る
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

や
郷
土
の
歴
史
や
良
さ
を
再
発
見
す
る
こ

と
な
ど
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

絵画 「欅の杜」

（100 号）

学習漫画 　「岡山の歴史」
1 ～ 15 巻

　
　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

レディース講座レディース講座
心ゆたかに　かがやいて心ゆたかに　かがやいて

あ
な
た
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
取
組
み西

江
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　


